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鳥学会へもっと若手研究者を／
藤岡正博

歯に衣を着せぬ意見を．をいうのが新編集部の注文であるェぞれなら訟でもできるかもしれ

ない 3 歯に金をかぶせたことはあるが，衣を着せたことはなL九以下にかなリ率直で. t• こか

外野的な意見を述べるこ Eにするご

現在の日本の鳥学（会）は質・量とも一部の先進国に比べて格段に見劣 1）するこ以下の議論

はこうした現状を改める．つまリすそ野を広げ．かつ国際的にもトァプレベルの研究者を育て

るべきだEいうこ Eを前捷にしている＝

鳥学ニュースNo26の特集． 「最近の鳥学会大会」そ見ると．年々発展してきた大会の様子が

わかるごこれは参加者数などに現れるものだけではあるが．少なく正も古い会員には発展＿；： 1) 

；まけっこう実感できるのだろう＝しかし．訟のように比較的新しい会員にとっては．大学も学

会誌も｛人材も lt I）たてて発展しているようには感じられないご

毛！..I土生態学会や行動学会．それにいくつかの海外の学会にも入っているコ比べてみる E鳥学

会には鳥学会の良きがある＝が．やは 1）物足リないのであるコ大会についても学会｛誌lにつ

いても．若い研究者（特にパ IJパ ljの大学院生！が少ないし．データが乏しかったリ主旨のは

っきリしない発表も目立つ＝これでは初めて大会に来たリ雑誌を見た学生が．学会と；まこんな

ものかε思うのではないだろうか A

鳥学会のすぞ野はそれな 1）に広がってきているコかなリ養の方ではあるが．日本野鳥の会の

少ない Eいうことであらう二本会の会費は1990年当

度よリ5α）（）円にもなったご学生にこれだけ払わせ

るのJま障である＝もちらん会の財政事情も考！意し

な；fればならないが.3000円程度の学生会費新設

はできる範囲のこ Eだらう＝ちなみにAukの会費

；主一般的4800円に対して学生約2500円、 Ibisは一

般約4400円．学生約百∞円であるこ フロ 1）ダヤブカケスを観察中の筆者
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学生会費制で払う額は少なくするとして．返ってくるものをどう大きくするか。今の烏学ニ

ュースは大変よくやっていると思うので．残るは、なんといっても学会誌である＝

ニュースNo.36で編集幹事の斎藤氏が会員に「論文を投稿してよリ多くの・利益’を得」るよ

うに建められている＝大賛成だ。鳥学会誌は印刷もきれいだし受理から印刷までも比較的早い

ので．大いに利用したいっしかし．議文というものは他の人に利用きれてこそ価値が出るもの

なので．現在の烏学会誌は投稿者にあまリ利益を感じきせない亡はっきリ言えば．同じ議文を

他へ発表した方が‘利益’を得やすい＝

学会としてすぐできることとしてーもう少し親切な投稿規定を毎号学会誌に議せてほしい三

次にレフリー制を名実ともに確立する。レフリーは複数とし．編集委員に限らず広〈適任者を

選ぶべきだ（内規ではそうなっている）＝レフリーが原稿を改善するために添削指導することは

大いにけっこうだ。ただ、レフリーはやはり判定者なので．学会誌にふきわしくない原稿や．

レフ IJーの指導に対して誠実に応えない投稿者には．地位などに関わらずきびしく対応すべき

だろ -j' 

また．善し悪しはともかく今は情報化社会である 3 ちまたにあふれる学術雑誌から鳥学会誌

に載った論文を見つけだしてもらうためには， Current Contents等のデータベースや目録サー

ビスに義るように努力する必要があるだろう 2

掲載論文の質を上げるのはなかなか大変だ2 「いい論文を鳥学会誌へ」などといくら呼びか

けても．他の国際誌に掲載できそうな原稿を烏学会誌に投稿しようという人は少ないだろう＝

個人の自己犠牲的良心に頼っても事は良くならないものだ3 時間はかかるが論文発表の経験

豊かな人が「平均値」よリも少しでも優れた論文を投稿していくしかないだろうこ圏内（外）

の他の鳥学関係の雑誌とどう棲み分けるかもいつかは検討きれるべきだと思う 3

物事を一面的に見る事はいつも慎まなければならない3 烏学会には鳥という分類群を扱う学

会として他の学会とは違う立場や役割があるごアマチュアが重要な役割を果たしてきたのも事

実であるし訟もアマチュアとは助け助けられの関係を持ってきたコそれでも日本の鳥学に今

もっとも必要なのは．他の分類群の研究仲間に‘そして世界に通用する若手の研究者だと思う

ので．鳥学会として何をすべきか少々きびしく考えてみた士反論は大歓迎である＝

関連学術集会（1991年）
8月22～ 29日 第22回国際動物行動学会議（京都・大谷大学）

8月30～ 9月1日 国際動物行動学会議サテライトシンポ「托卵鳥と仮親の共進化」｛長野）＊

11月27～30日 国際シンポジウム「環境と内分泌からみた鳥学」（インド・スリナガル：前

号に記事） 本問い合わせ：中村浩志（信州大）

地域的なものも含め．関連する学会・シンポジウムなどの予定を．ニュース発行に間に

合う範囲で載せていきますっ地域的なものは編集部でフォローできないものもあリますの

で．他学会の地区会等も含め司どんどんお知らせ下きいc

第14固橿域生物シンポジウムが開かれます！

1991年12月4日一 58に．国立極地研究所講堂（ 6 F）にて上記のシンポジウムが開催

きれます。 12月4日（水）が海洋生物セッションで「極域における海鳥と海獣の採食生態」．

12月5B （木）が陸上生物セ γ ションで「キングジョージ島における生態系」ですご両日

とも午前がシンポジウム．午後からポスター発表とワークショ γ プがあリます＝極地研で

はこのシンポへの参加及び発表を受け付けていますご問い合わせ・申し込みは 8月31日ま

でに国立極地研（〒173板属区加賀1-9-10(03-3962-4711>）ヘココンビーナーは内藤靖彦

（内線353）・大山佳邦（内線352）の両氏ですコ
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飛 ぴ
大野ょいと二一度はおいで

大迫義人

この6月18より．越前大野市の山腹にあ

ります福井県自然保護センターてス林哲きん

（鳥学会会員）の後任として勤めることにな

りましたご大野市は，福井市から南東へ約30

回入った．石川県，陪阜県との県境に近い盆

地にありますc 周りを山に固まれて．私が長

いこと住んでいた京都を初得きせる風景が並

んでいます3

大野市は．水と空気．そして景色のきれい

な所です＝人々ものんびりしていますご冬は

雪が深いのだそうですが．今の季節は緑が目

にまぶしいですご田舎の大好きな訟にとって．

山間で暮らせることに今．無上の喜びを感じ

ていますー

去年の 7月に開所した当センターは．県の

鳥獣保護機関であると同時に博物館でもあリ

ます 2 仕事としては．鳥獣の保護に関する行

政．及び自然保護の普及啓蒙と調査研究です＝

行政については全くの初心者であり． とまど

いもありますが，事務的な仕事て寸ので．要

領良〈こなして自分の研究時間を作ろうと思

っています

大野盆地は．セキレイが多〈生息しており

ます＝去年はセンタ の建物でキセキレイが

営巣していたそうですし 6月中匂には市街

地で夏羽のハクセキレイを観察しました 2 繁

殖の確認という仕事が早くもできてしまいま

したごまた．センターから車で5分ほど行け

ば．集落の点在する田畑が広がっていますコ

セグロセキレイの調査をするにはもってこい

の場所です二落ち着いたら本格的に研究を再

開する予定ですコ

大阪市立大学時代．鳥学会の皆様には常々

ご指導．ご支援していただき有難うごぎいま

した＝お陰様で就職できましたここれからも．

鳥学の発展のために微力ながら努力していこ

うと，思っております＝

勤務先干912--01福井県大野市南六呂師169-11

2福井県自然保護センター（Tel0779--fi7-1655) 
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立 つ（4)
めぐりめぐって

中村雅彦

信州大学を卒業してから10年目．この4月

から上越教育大学（自然系理科コース）に職

を得ました 2 上越教育大学は‘怠にとって修

士課程を卒業した第二の母校であり． 3月ま

で在籍し単位取得退学となリました大阪市立

大学は第三の母校となりますごというわけで，

怠には学部．大学院修士．博士課程でそれぞ

れ異なる都合3大学の母校があ 1）まして．め

ぐりめぐって上越教育大学に就職となりまし

たz おかげて・．毎年各大学の寄付金やら同窓

会費に泣かされています＝

高学ニュースNo.26で中村登流先生が紹介き

れているように．上越教育大学は新潟県上越

市にある教育系の単科大学で．新しい理念、と

情想のもとに．学校教育に関する理議的・実

践的な教育研究を推進するために設立された

新構想の国立大学です会 4年制の学校教育学

部と大学院学校教育科修士課程があリ．大学

院には学部卒の学生以外に．現職の教員（小

・中・高校）が県教育委員会の推鳶を受けて

入学するのが特慢です（もちろん．入学試験

もあります）ご創立きれてから. 10年そこそこ

しか経っていない大学なので建物は驚くほど

きれいですz 繰に固まれたキャンパスは田舎

育ちの私にとって落ち着いた環境でもありま

す2 就職に当た I)•学生時代のようにヒッピ

ーみたいな生活をすることは慎むようにと中

村先生から訓戒があり．大学構内にある官舎

から毎朝通っていますご

生態学研究室には．院生が9人．学部生が

6人いますこ学生の多きからいったら理科の

中では最大勢力ですご鳥の野外研究をやって

いる学生が一番多いのですが．タヌキや両生

類を材料にしている学生もいます＝上越教育

大学は女子学生の占める割合が7割ですが司

幸か不幸か生態研にはひとりもいません＝現

在はデータの書入れ時ということもあ 1).中

村先生をはじめ院生・学部生の皆きんは野外

に出ており．怠は大学で留守番をしています＝



一一一ー飛び立つ
研究室には野外で生物を研究するのに必要な

備品も繍っており恵まれた環境ですごそれに

もましてうれしいことは．生態研究に従事す

る学生がたくきんいることです＝自分の専門

外の話が聞けたり．学生の若い感性に触れる

ことができるのは研究室ならではです2

毛L自身は．ここしばらくイワヒバリの研究

の低まとめに時間を集中する予定でいます。

昨年後半は．大阪市立大学の訟の指導教官で

ある山摩哲先生に同行してマダガスカル島の

鳥類生態調査に従事したり．ニュージーラン

ドでの国際鳥学会議に参加したリと落ち着か

ない日々を送っていました。ここ数年は．じ

っく I）腰をすえて．標高3026mの乗鞍岳で岩

にしがみつきながらかき集めたイワヒバ ＇）の

データを分析し論文作成に集中したいと考

えてます。訟を励まし勇気づけて下きった

多くの会員の方々に．紙面を借リて心からお

礼を述べきせていただきます2

イワヒバリ（大天井岳）

洋書は直接輸入で安〈買おう 一島の本屋紹介一

上回恵介

洋書を買うとき．丸善や紀伊園屋などで注文きれている方も多いだろう。たしかに手聞を考

えると楽かも知れないが．つい最近まで1$=3印円で計算していた悪どい本屋があったきいま

では多少良心的になったとはいえ．それでも値段はゅうに1.5倍はする。なにも本星を儲けきせ

ることはない3 自分でどんどん注文しよう。クレジヅトカードが使える本屋も多くなったし

（サイン一つで送金の手聞が省ける）．日本で自分の郵便振替口座をもっている人は．口座聞の

送金もできる＝日本語の注文書を送ってくれる本屋もある＝古本ならかなリ安いし絶版にな

っている本を堀出す楽しみもある 2 そんなわけで私が時々，利用しているお店を紹介します

（上回の紹介だといってもまけではくれないと思うので念のため）。まず「カタログ送れ」とハガ

キ（世界均一70円）を出すこと＝

【イギリスl
蚕StAnn’s Books (R配 toryHouse, 26 Priory Road, Great Malvern, Wore白 ter油 ire.WR14 

3DR. England）：スコットランドのBirdBookshopを引き継いだ本屋＝最近でた鳥の本ならほ

とんど揃う＝自然史関係の古本も扱っている 2

蚕Wheldon& W，白ley(Lytton Lodge, Codicote, Hitchin, Herts.. SG4 8TE, England）：由緒ある

自然史関係の古本屋2 リンネやダーウィンの貴重本も扱っているー分厚いカタログといっし

ょに．日本語の注文書を送ってくれる。

以上2店はVISA・MASTERCARD-ACCESS・ El周到C腿Dを受け付けている 3 郵便振替による支払いも可＝

【アメリカ】

ーをPeacockBooks (P. 0. Box 2Q24, Littleton, MA 01460, USA）：大学関係の出版物も含め．アメ

＇）；力関係の鳥の古本はよく揃っている。カードを受け付けないのが難点＝

蚕RaymondM. Sutton, Jr. (430 Main Street, Williamsburg. KY 40769, USA）：鳥以外の自然史

関係の古い書物も豊富にそろっている。 VISA・MASTERCARD・ A恥ffiXが使えるご

【オーストラ ＇）ア】

蚕AndrewIsles (115 Greville. St., Prahran, Victoria 3181. Australia）：新本を扱っているごオー

ストラ ＇）ア独自の鳥の出版物は多いし送料が安くて．届くのが早いっ怠はVISAし：か使った

ことがないが司それ以外のカードも使えると思う。
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韓国鳥類学会大会に参加して

去る 2月2～ 3日に韓国釜山市において第

1固韓国鳥類学会学術発表大会が聞かれた 2

弘は学会のお招きで訪韓し多くの鳥類研究

者と交歓する機会を得たので報告したい。

韓国鳥類学会は昨年 2月に誕生したばか t}

の新しい学会である＝現在の会員数は50名余

りてに大学の教官や林試の研究員が大部分を

占める＝これまでにニュースレター（韓国鳥

類学会報）を 2号発行しているが，学会誌の

発行はこれからである 3 私の訪韓は．韓日の

若手研究者の交流を図るために学位取得直後

の者を呼びたいというあちらの希望ι無職

に近いため身軽に動けるというこちらの事情

（？）カfかみ合って実現した＝

大会は 2日に市内の慶星大学を会場に行な

われたこ参加者は40名余りで．学会員数を考

えるとたいへんな出席率である＝ 「待ちに待

った第 1回大会」という熱気を感じたご 11時

からの総会に続き．元士丙昨会長と私が特別講

演を行なった＝会長講演は．韓国産の 320種

について絶滅の危険性や現在得られている情

報を縫合的に評価し保護対策を優先すべき

種を決めようとの試みだったこ私はオオヨシ

キリの一夫多妻制配偶システムについて講演

した＝講演は日本語できせてもらい．昨年ま

で北大に留学していた李字新きんに通訳をお

願いしたご出発前に韓国では動物社会学ある

いは行動生態学になじみがうすいと聞いてい

たので．鳥の配偶システムやそれを研究する

意義について簡単に説明してから自分の研究

の概要を話した＝李きんの（おそらく）正確

な通訳のおかげで．多くの人に興味を持って

もらえたようであるこ

午後の一般講演は．発表順に（1）韓国で新記

録のカモメ鼠（2）セ γ カの繁殖期の分布状j昆

(3）メポソムシクイの音声の発音状況による変

化（ソナグラフを使用）． (4）山林性鳥類の生

息生態と重金属蓄積＇ (5）有機塩素化合物の残

留＇ (6レ、マシギのタンパクおよび脂肪蓄積の

浦野栄一郎

季節変化＇ (7）水銀の体内蓄積と換羽による排

出機構，（8）ナベヅルの越冬生態（特に行動の

時間配分） . (9）済州島に導入きれたカササギ

の分散と繁殖の実態司 (10)森林性鳥類の採餌ニ

ッチの季節変化． という内容であった＝予想

以上にテーマは多様だったが．全体的には環

境問題や保護・管理の視点からの研究が目立

つ2 韓国でも環境問題に対する関心は高〈．

(5）の閏丙充さんの発表は翌日の地元紙に大き

く取り上げられていた

活発な質疑応答のため．ほとんどの講演が

制限時間を超過した＝皆さんが実に堂々と自

分の意見を述べるのには感心させられた＝し

かもかなり厳しい内寄の議論をしているらし

い。この辺は日本の学会でも見習いたいこた

だし．後で気がついたのだが．会場で議論に

参加していたのは教官クラスだけで＼学生の

発言はなかったごそういえば発表者も l名を

のぞいて私より年上だった 2 これは韓国社会

に根強いという儒教文化の影響なのだろうかー

当然のことながら‘学生に意見がない訳では

ないことは個人的に話してみてすぐにわかっ

たム

その晩の懇親会も．翌日の釜山市西郊の洛

東江河口へのエクスカーションも楽しかった士

河口堰ができてから個体数が激減したとのこ

とだが．ポートでまわった広大な水域ではツ

クシガモの大群をはじめ多数の水鳥を観察で

きた士これらの合間に何人かの若手とゆっく

りと話ができたのは．それ以上の収穫であっ

たご彼らは烏の行動をよくみているし勉強

もしている＝彼らの研究成果が発表きれるの

が楽しみである F

今後両国の鳥類研究者が．学会レベルでも

個人レベルでも交流を深め．よい意味で刺激

し合っていくことが大切だろうこ今回の訪韓

にあたり．私をあたたかく迎えて下きった元

会長をはじめとする韓国鳥類学会の皆きんに

感謝してこの報告を終えたいー

日本鳥学会大会は 9月14・15日（立教大学）早〈申し込みをグ

一 5 
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三宅島での卒業研究

伊豆諸島とトカラ列島中之島でしか繁殖の

確認きれていないアカコツコはとても魅力的

な鳥ですご動物地理学的側面やその生態に関

して未知な部分が多いことが魅力の Iつです

が．キョトンとした瞳とひょうきんそうな雰

意気はなにかひきつけられます。

昨年5月から伊豆諸島三宅島でアカコ y コ

の調査をしていますご重止の所属する研究室は

林学の造林学研究室であるため．必然的に森

林と関連きせたテーマでの卒業研究になリま

すコアカコッコがどのような棲息場所をどの

ように利用しているかを中心に調査をしてい

ます3 アカコ γ コに限らず森林に棲息してい

るツグミ類全般にいえることと思いますが．

たとえ捕獲しマーキングをしても樹木の密集

した暗い森林内を移動し．広い行動圏を持っ

この鳥を個体追跡し行動を記録するこ Eはひ

じように困聖堂ですご

この調査にはもう 1つ大きな目的があリま

す2 三宅島では農作物のネズミによる食害を

防ぐため. 1975年に♂イタチ20頭が三宅村に

よリ放獣されましたコしかし，その後．雄雌

十数頭が未公認のまま放獣きれ．増加し．島

のいたるところで簡単に観察されるようにな

ゆました＝オカダトカゲ（伊豆諸島特産）の

激減もイタチによるものと考えられています

が．近年アカコッコも急激に個体教が減少し

たといわれます。イタチによるアカコ＂／コの

（矯食などの直接的な）被害も目撃きれてい

ますが．樹洞営巣性の鳥（シジュウカラ司 コ

ゲラ等）も被害を受けているようですコ巣箱

や樹洞中の巣を破壊して中の卵や雛を捕食し

たワすることがあるようです2 なにしろ多く

のデータを集めイタチの除去を考えたいもの

です包

これらの調査は日本野鳥の会研究センター

の樋口広芳氏に御指導をいただき．又協同で

研究をきせていただいていますa 樋口氏の過

去のデータと現在のデータ（訟のとった）を

比較するのが楽しみです2

九 J 司副－－ -. 
．』』 ．同ぜー‘

足輸をつけられたアカコッコ（三宅島）

野鳥とマダニ

マダニ刺喧によリ感染するマダニ病は1986

年長野県で初めて発見きれ．その後各地に患

者が発生しています。長野．福島北海道産

マダニ類は約20%の割合で病原体のBoπelia

burgdorferi （スピロへータ）を持っています＝

一方．マダニは鳥に寄生して分散する可能性

があ t）ますコ事実昨年10月山階鳥類研究所

（佐藤文男氏）の標議謂査に参加しアオジや

クロジなどの眼周聞からシュルツェマダニの

幼虫や若虫を採取できました＝日本にこの様

な基礎的研究は大変少ないのが現状ですニ

‘全国の標識調査を行っている皆きん『’

ダニ寄生例があ t）ましたら是非そのダニを怠

共に見せて頂けるようお願いしますごダニは

小きなプラスチック容器に70%アルコールと

共に入れ郵送して頂けますれば幸いです2

干078旭川市西神楽4線 5号3-11

旭川医科大学寄生虫学教室宮本健司

上越地方のカモメ類

「鳥の研究ができる」。それだけで上越に

来て 1年が経ちました 3 現在．中村登流先生

の研究室（上高宣教育大学大学院）で．カモメ

類の採食，越冬生撃の比較研究をしていますコ

日本海側で生活するのはこれが初めてなの

で．この 1年． 日本海測の天気に振 t）固され

ましたご体温以上になったフェーン現象もさ

（東京農大農学部4年）高木昌興 ることながら．やはリすごかったのは冬の日

参争参争参争争参事参毒事参争参争争参争争参•＊＊争参争＊＊•••争争参争争参争参
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本海ご空も海もどんより鉛色＝月に数日しか

出漁できず船は港に上げられたまま＝港に人

影はなくなって．自分とカモメ達以外生き物

の見えない何左も奇妙な世界でしたc

カモメ類は．その生活の幅広き，行動範囲

の広きや種数．個体数の多きなどのためか．

特に越冬期については不思議なほど調べられ

ていません（調べる奴の方が不思議だと言わ

れますが），実際各種がどこまで何でも屋なの

か．いつまで与経ってもその多様性．融通性に

は驚かきれていますご

調査は沿摩．河川，季節によっては田んぼ

での観察司カウントと．海が（比較的）穏や

かな日に佐渡航路を使って海上での様子を観

ています＝

まだ全国的に詳しく調べたわけではあワま

せんが．ほとんどの地方で複数穫のカモメ類

が越冬しており．地方ごとに少しずつその種

構成も異なるようです。全国各地方ごと．あ

成末編集委員の

る環境ごとに経冬しているカモメの種の組合

せというものはどうなっているのか気になリ

ますこ例えば各地の島や．あるいは有明海な

どではどうなっているのでしょうか3

調査地の上越地方では. 8種程のカモメ類

が越冬しますが．普通にみられるのはユリカ

モメ．セグロカモメ．オオセグロカモメ．カ

モメ．ウミネコの 5種です3 沿岸ではウミネ

コが最も多〈．：大に多いのがオオセグロカモ

メて二この 2種で全体の 7割以上を占めますご

しかし一部の河川ではユ 1）：カモメ．カモメ．

セグロカモメの3種がこの販に多〈．ウミネ

コ．オオセグロはほとんど来ませんごこの他

にもシロカモメがIllを遡行して来たり，予想

外のズグロカモメが一羽しばらく滞在したリ

して慌てさせられましたコ

そんなこんなで今しばらくは‘カモメ屋’

が続きそうです＝

（上越教育大学大学院）高木武

訟が．永回尚志氏に初めてお会いしたのは

確か今年5月に立教大学で聞かれたDr.キャロ
若手研究者インタビュー（1) ラ・ハース氏の講演会庸上であったように思

一永田 尚 志さん－ I七永田氏は．一見無口そうなイメージとは

裏腹に．質疑応答の折には．英語が静かな機関銃のように突び出す方であった＝

永田氏は. 1991年 3月に九州大学理学部生物学教室の博士課程を修了し．現在研究生として

在籍中である＝一方．藤岡正博氏（つくば・農研センタ ）の伝で．身柄はつくばの国立環境

研究所にあリ．地球環境野生生物チームのスタッフとして，熱帯雨林の脊椎動物に関する調査

をする傍．新天地でのフィールドを開拓しているコ

在学中は．ウグイス亜科の社会構造．持にウチヤマシマセンニユ

ウの一夫一妻の婚姻システムについて．足掛10年．博多湾入口のい

くつかの島で調査していた 3 特に後半の 5年間は．毎週3-4日は

島でのテント生活で‘ 「なぜ．ウチヤマシマセンニュウを？」とい

う野暮な質問にも．氏は．屈託のない表情で「本当はね．一夫多妻

のオオヨシキリをやリたかったんだけどjと．大学時代に埋立てら

れてしまったフィールドの事を話して下さったご紙面の都合で．屋’ ... 

久島などでの調査研究が紹介出来ないのが残念である 3 由品回一－

永田尚志さん（INTECOUこて）．闘・串岨a回ー

、
信集委員紹介：今号から上回・中村の 2人の幹事以外に．編集委員として成末雅恵きん．

大堀聡きん．花輪伸一きんの 3人にも加わって頂いて．いろいろなアイデアを出してもらい．

会員の皆様によリ役立ち．親しまれる誌面作リをしていきたいと思いますご或末きんには

今回から新しく始まった「若手インタピュ jを．花鎗きんには「NEWSFILE」を担当

して頂いていますェ会員の皆きんも．原稿やアイデアをどんどん送って下きい二

一－ I 一一



お早〈

一大会申し込み，〆切りは 7月31日－

日本鳥学会1991年度大会は東京・池袋の

立教大学で開催きれます。多くの会員の方

々の積極的な参加，発表を期待します。

開催日程： 1991年 9月14～15日

朝（9：（）（）～）畳午後 夜

シンポジウムテーマは「種子散布者とし 14 講演 講演 懇親会

自由集会ての鳥類一鳥と木の実の共進化一」で．鳥と 15 講演 総会 シンポ

植物の共進化の問題を取り上げます。演者

は福井晶子（つくば大・生物・動物生態）．

小南陽亮（森林総研・九州支所）， 岡本素

治（大阪市立自然史博物館ト下回勝久

（大阪市大・理・生物）．上回恵介（立教大

学・一般教育・生物）＝進行役は唐沢孝一

（都立城東高校） ＇小南・岡本・下回氏は

日本鳥学会の会員ではあ 1）ませんが．植物

学の立場から鳥に運ばれる木の実について．

精力的に研究を続けておられる若手研究者

です3 また「鳥害研究会」をはじめ．いく

つかの自由集会を15日のシンポ終了後に予

定していますコ会場の手配はしますので．

違憲な〈申し込んで下きいっ

今年の大会はこころみにスライドの枚数

制限を無しにします（ただし制限時間15分

はきっちリ守ってもらいます）＝ポスター．

ビデオも重視しますので． もっておられる

データを気軽にご発表下きい＇ 1人の発表

題数も制限なしです。活発な議論が飛び交

う大会にしたいと思っています 2

一一一→遍集後記l

会場：立教大学5号館 (1・2F)

費用：参加費： Iαm円（当日1500円）
懇親会費： 3αm円（当日3反則円）

申し込み方法：振替用紙（郵便局でもらっ

て下きい）の裏面に（1）発表の有無（なL.

口頭．ポスター．ビデオの別を記入）.(2）発表

者氏名（連名の場合は全員.(3）発表タイトル

を記入して．懇親会に出る方は4αm円．参

加のみの方は1000円を東京8-19607

まで振リ込んで下きいご申し込み〆切は 7

月31日（ 2 -3日の遅れは認めますが．責

任は持てませんL講演を申し込まれた方に

は．講演要旨の記入用紙を送リます（講演

要旨の〆切は 8月末）。また 8月中旬に参加

申し込み者全員に大会プログラムを発送し

ます。

連絡・申し込み先：

干171豊島区西池袋3丁目 立教大学

一般教育部生物研究室．上回恵介気付．

日本鳥学会1991年度大会準備委員会

τ'el.03-3985-2596 (Fax.03-3986・8784)

＠「学会誌がなかなか出えへんのて二ニュースだけでもがんばらなあかんなあ」というのが．

梅雨の晴れ間にヨシゴイを見ながら．編集をやっている訟の正直な感想です（松岡きんガンバ

ッテL今号からニュースの編集を川内きんから引き継ぎ中村一恵きんと 2人でやっていくこ

とになリました＝活発な議論ができる誌面にしたいと思います 3 どうぞよろしく＝ （上回）

原積送’｝先は．干171東京都豊島区西池袋3丁目 立教大学・一般教育・生物上回恵介
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